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次代を担う若い声を市政に
 旭市子ども議会



旭
市
子
ど
も
議
会

　
７
月
25
日
に
本
庁
舎
３
階
の
議
場
で
、
令
和
元
年
度
子
ど
も
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
を
行
っ
た
の
は
、
市
内
小
中
学
校
20
校
か
ら
22
名
の
子
ど

も
議
員
で
、
議
場
で
行
わ
れ
る
定
例
会
本
番
さ
な
が
ら
の
一
般
質
問
の

模
擬
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
役
は
旭
市
議
会
の
向
後
悦
世
議
長
が
務
め
、
市
長
を
は
じ

め
各
課
長
が
質
問
に
対
し
て
答
弁
に
あ
た
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

市長から子どもたちへ任命書が手渡されます
22名が子ども議員に任命されました

議場内のルール、質問の仕方など説明を受けます市長からの激励を受けて、いざ本番へ

本番前の流れ

❶

❸ ❷
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旭 市 子ども議会

旭の野菜の魅力を伝えるために
　僕の学校では野菜の収穫体験をしま
す。野菜の良さを知れて、収穫の喜び
を感じることができます。収穫体験の
場をもっと増やしたら、旭の野菜の魅
力がより多くの人に伝わるのではない
でしょうか。

農水産課長
　市が取り組んでいる収穫体験として、幽学の里で米づ
くり交流事業があります。市内外から参加者を募集して、
田植え、生き物調査、稲刈り、収穫祭といったイベント
を実施しています。

加
か

瀬
せ

 優
ゆう

志
し

 議員
（中央小）

石
い

毛
しげ

 和
かず

幸
ゆき

 議員
（中央小）

通学路の安全確保を
　琴田小学校区の交通量が多い箇所で
も、信号やガードレールがない場所が
多く、危険を感じることがあります。
これらを増やして、通学路の安全を確
保することはできないでしょうか。

建設課長
　信号機については、千葉県警察本部が設置・管理をし
ているため、旭警察署に相談したいと思います。ガード
レールについては、道路の幅が狭いことから設置は難し
いですが、「学童注意」などの文字の路面標示をして、歩
行者の安全確保に努めていきます。

大
おお

割
わり

 柚
ゆず

季
き

 議員
（琴田小）

図書館に個室の設置を
　図書館に個室をつくれないでしょう
か。グループで話し合いをしながら調
べ学習ができるし、小さな子どもを連
れてくることもできるので、もっと図
書館を利用する子ども達が増えると思
います。

生涯学習課長
　旭市立図書館には余剰スペースがないため、残念なが
ら個室を設置することはできません。現状そういった方
がいた場合には、２階にある閲覧室を利用いただいてい
ます。

山
やま

﨑
ざき

 由
ゆう

翔
と

 議員
（共和小）

効果的なＰＲ活動を
　旭の行事を盛り上げるためにＳＮＳ
や動画投稿サイトを使ってもっとＰＲ
するべきだと思います。そうすれば観
光客や移住者が増えて、旭市がより活
気あふれるまちになると思います。

秘書広報課長
　広報紙の発行をはじめ、フェイスブック、インスタグ
ラム、ユーチューブなどを利用して情報発信をしていま
す。ほかにもインターネットニュース「あったか旭チャ
ンネル」があります。これからも活気あふれる旭市とな
るようＰＲ活動を続けていきます。

増
ます

田
だ

 圭
けい

吾
ご

 議員
（矢指小）

安全・安心な公園づくりを
　僕がよく遊ぶ瀬道公園の整備面につ
いて少し心配があります。安全に遊べ
る公園にするために、公園の安全点検
は誰がいつ行い、要望はどのように聞
いているのでしょうか。

子育て支援課長
　児童遊園に関しては、基本的には地元の区で、月１回
以上遊具の点検、草刈りや清掃などを行っています。ま
た年１回、市が全ての遊具の一斉点検も実施しています。
皆さんからのご意見や要望は市のホームページから問い
合わせができるようになっています。

丸
まる

山
やま

 大
はる

翔
と

 議員
（干潟小）

防災意識の向上を
　災害の備えとして避難場所を事前に
決めること、防災グッズを準備してお
くことが大切だと思います。旭市では
住民の防災意識を高めるために、どの
ような取り組みをしていますか。

総務課長
　旭市では「津波」と「土砂災害」の２種類のハザードマッ
プを作っており、ホームページにも載せています。ここ
には災害に備えて準備しておく備品なども書いてありま
す。また「広報あさひ」でも、毎年災害への備えを呼びか
けています。

宇
う

井
い

 凜
り

桜
お

 議員
（豊畑小）

手話を学ぶ機会の提供を
　私は手話サークル「若葉の会」に参加
していますが、市民が手話について学
ぶ機会を作れないでしょうか。耳が聞
こえないことは個性の一つでしかない
ことを誰もが考えられれば、より素敵
な旭になると思います。

社会福祉課長
　手話を学ぶ機会として、手話奉仕員養成講座を毎年開
催しています。また、市内にはほかにも手話サークルが
活動していますので、サークルに参加することも学ぶ機
会のひとつだと思います。

笠
かさ

井
い

 陽
ひ

向
なた

 議員
（富浦小）

高齢者ドライバー対策を
　高齢者ドライバーによる事故が最近
多発しています。私は事故を減らすた
めには、ドライブレコーダーを活用す
ることがいいと思います。安全なまち
にするために、どのような対策を考え
ていますか。

市民生活課長
　交通安全に関するチラシの配布や高齢者の集まる場所
で交通安全のお話をしています。ドライブレコーダーを
市から貸し出すことは難しいですが、交通事故を減らす
ための様々な取り組みを検討します。
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旭 市 子ども議会

交差点の事故をなくすために
　滝郷地区のライスセンター近くの交
差点は自動車事故が多発しています。
事故をなくすために、ガードレールの
設置、停止線や「止まれ」の文字の引き
直しを提案します。

建設課長
　「止まれ」や停止線などの路面標示は塗り直します。ま
た標識の設置位置を変えるなどの対策も行います。通行
車両による事故を減少させる対策を進めた後、それでも
ガードレール設置が必要な場合は、検討したいと思いま
す。

吉
よし

田
だ

 心
み

優
ゆう

 議員
（鶴巻小）

向
こう

後
ご

 志
し

乃
の

 議員
（滝郷小）

移動手段の充実を
　都会と比べると旭市は公共交通が十
分に整備されていません。高齢者や体
の不自由な人が快適で便利な暮らしが
できるよう、タクシーを無料で利用で
きるサービスはできないでしょうか。

企画政策課長
　タクシーの無料化については実施する予定はありませ
んが、デマンド交通という乗合タクシーサービスを来年
１月から実施する予定です。またコミュニティバスの
ルートやダイヤの見直しを行い、来年４月から新しく運
行開始予定です。

加
か

瀬
せ

 虹
も

空
あ

 議員
（嚶鳴小）

通学路に街灯の設置を
　私の通っている通学路は街灯が少な
いため、下校時に怖いと感じることが
あります。通学路が明るければ交通事
故を防げ、子どもを狙った犯罪も防げ
ると思います。

総務課長
　犯罪が起こらないように暗い道路に取り付ける照明器
具を「防犯灯」と呼んでいます。通学路で新しい場所に防
犯灯を取り付けたい場合は、各地区の区長さんに相談を
して、市へ要望してもらってください。

菅
すが

谷
や

 彩
いろ

羽
は

 議員
（萬歳小）

学校と地域が一体の防災訓練を
　災害時に最も重要なことは「共助」で
すが、今日では地域のつながりが希薄
化しています。地域の防災意識を高め
るために、避難訓練を学校と市が合同
で実施できないでしょうか。

総務課長
　市では市民を対象とした総合防災訓練を毎年秋に行っ
ており、今年は旭一中を会場として行います。訓練の場
所は毎年替えていて、地域の大人だけでなく、中学生や
小学生も参加できるようになっています。

宮
みや

﨑
ざき

 香
か

菜
な

子
こ

 議員
（中和小）

イベント会場にごみ箱増設を
　旭市主催のイベントでごみをポイ捨
てする人がいます。お年寄りや車いす
の方がつまずいて、けがをする危険性
もあるので、ごみ箱の設置数を増設す
るよう提案します。

商工観光課長
　ごみ箱を目立つ場所やごみの出そうな夜店の側など、
工夫して設置していますが、残念ながらポイ捨てはあり
ます。イベント会場の地図にごみ箱の位置を記載するこ
とや、設置数を増やすことを実行委員会で検討していき
たいと考えています。

渡
わた

邉
なべ

 寛
ひろ

乃
の

 議員
（三川小）

環境美化とイベントについて
　私の学校ではクリーン作戦として、
通学路や地域のゴミ拾いを定期的に
行っています。10年後もきれいな旭
にするために、イベントに美化キャン
ペーンを盛り込めないでしょうか。

環境課長
　どのような形でイベントなどに取り入れることができ
るか、これから考えていきたいと思います。市ではこれ
からもボランティア活動等を支援し、ごみの減量化と美
化運動を推進していきたいと考えています。

荒
あら

井
い

 優
ゆう

菜
な

 議員
（古城小）

ごみを減らす取り組みを
　私は以前ゴミゼロ運動に参加しまし
たが、道路や公園にはたくさんのごみ
が落ちていて残念でした。豊かな自然
を維持するために、ごみを減らす具体
的な取り組みを教えてほしいです。

環境課長
　ごみの分別の徹底や発生抑制・再利用・リサイクルを
推進する「３Ｒ運動」などのごみの減量化対策を、市の広
報やホームページを使って推進しています。今年度は市
内全小学校の４年生を対象として、ごみの３Ｒ行動に取
り組んでもらおうと考えています。

藤
ふじ

代
しろ

 真
ま

緒
お

 議員
（飯岡小）

自転車専用道路の新設を
　飯岡の海岸沿いなど自転車に乗って
いる人を多く見ますが、歩行者との接
触事故なども増えています。旭を安
心・安全なまちにするために、自転車
専用道路をつくれないでしょうか。

建設課長
　海岸の防波堤沿いに、通称「太平洋岸自転車道」と言わ
れる自転車専用道路がありますが、そのほかにはありま
せん。今後道路幅に余裕がある場合や、新たに道路整備
を計画する場合には検討していきたいと思います。
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旭 市 子ども議会

不審者対応訓練教室の開催を
　私の学校で帰宅時に不審者に追いか
けられた人がいますが、その際にどう
いう行動をとればいいのか、自分を守
るための知識や経験を得るために、不
審者対応訓練教室を開催できないで
しょうか。

学校教育課長
　ほとんどの小・中学校では、不審者を想定した訓練を
実施しています。ご提案のあった不審者対応訓練教室の
開催については、関係機関と協議しながら今後検討して
いきたいと思います。

中
なか

川
がわ

 穂
ほ

乃
の

香
か

 議員
（一中）

崎
さき

山
やま

 隼
はや

士
と

 議員
（二中）

銚子連絡道路の早期完成を
　銚子連絡道路は今どのような状態な
のでしょうか。旭には新鮮な野菜や水
産物がありますが、出荷するための交
通アクセスが不便でもったいないと思
います。高速道路を旭まで伸ばしてほ
しいです。

市長
　現在の状況は、横芝光ＩＣから匝瑳市に至る５㎞の区
間について、令和５年度の開通を目指して進められてい
ます。市からも銚子連絡道路の一日も早い完成を、毎年
国や千葉県に要望しています。

向
こう

後
ご

 勇
いさ

那
な

 議員
（二中）

成人式は20歳で
　私たちが18歳になる令和４年度か
ら、18歳が成人になりますが、成人
式はどのように行われるのでしょう
か。同級生に聞いたところ、ほとんど
が20歳の成人式がいいということで
した。

生涯学習課長
　進路の決定や友人との再会への期待、その他多くの方
の実情を考えると、18歳で成人式を実施することは難
しいということがわかります。旭市でも今年度中に方針
を決め、皆さんにお知らせします。

宮
みや

澤
ざわ

 侑
ゆう

希
き

 議員
（干潟中）

交通事故を防ぐために
　私の家の前の十字路ではよく衝突事
故が起こりますが、「止まれ」の標識が
ついていないことが主な原因だと考え
ます。交通事故を防ぐための必要な対
策を行ってほしいです。

建設課長
　「止まれ」の標識の設置と管理をしているのは千葉県警
察本部なので、市から旭警察署へ相談したいと思います。
この交差点の危険性を考察し、改善策の提案をいただき
ありがとうございます。

宮
みや

内
うち

 翔
しょう

平
へい

 議員
（海上中）

ポイ捨て防止看板の設置を
　海上コミュニティ公園には多くのご
みが落ちており、いくら拾ってもなく
なりません。ごみを持ち帰る意識を持
たせるために、ポイ捨て防止看板の設
置を提案します。

都市整備課長
　ごみの持ち帰りやポイ捨て防止看板を設置し、利用者
のマナー向上を呼びかけたいと考えています。また、ご
提案のとおり、設置場所や表示内容など、学校を通して
生徒の皆さんからアイデアを伺うことも検討していきた
いと思います。

柴
しば

山
やま

 裕
ゆう

介
すけ

 議員
（飯岡中）

通学路の危険箇所の改善を
　私の通学路は街灯が少なく、冬の下
校時には真っ暗になります。事故を減
らすだけでなく、犯罪を減らす抑止力
にもつながると思うので、街灯を設置
できないでしょうか。

総務課長
　新しい場所に防犯灯を設置したい場合は、各地区の区
長さんへ相談し、区長さんから市へ要望してもらうこと
になります。その後、市で設置場所の状況などを確認し
て、できるだけ設置をしていきます。

大人の議員さながらの堂々とした質問や提言を行った子ども議員の皆さん
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向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
に
限
り
臨
時
・
特
別
な
措
置

と
し
て
実
施
す
る
。

問
給
付
金
の
対
象
者
数
、
給
付
金

額
に
つ
い
て
伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
対
象
者
数
は
40
名
を
見
込
ん
で

い
る
。
給
付
金
額
は
、
寡
婦
控

除
が
適
用
さ
れ
た
場
合
の
控
除
額
35

万
円
に
、
所
得
税
率
の
５
％
を
乗
じ

て
算
定
し
た
、
１
万
７
５
０
０
円
。

問
未
婚
の
母
親
が
市
外
に
在
住
し
、

そ
の
児
童
を
市
内
の
祖
母
が
養

育
し
て
い
る
場
合
で
も
対
象
に
な
る

の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
母
親
が
養
育
費
を
送
っ
て
い
る

場
合
は
、
母
親
が
対
象
と
な
り
、

住
ん
で
い
る
市
町
村
か
ら
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
。
母
親
が
養
育
費
を

送
っ
て
い
な
い
場
合
、
祖
母
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、
か
つ

未
婚
で
あ
れ
ば
、
祖
母
が
対
象
に
な

る
。

補
正
予
算

（
令
和
元
年
度
）

▼
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
給
付
金

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対

し
て
臨
時
・
特
別
給
付
金
を
支
給

問
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
具
体
的
に

伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
し
て
、

寡
婦
控
除
を
適
用
す
る
国
の
方

　
主
な
議
案
に
関
す
る
質
疑

定例会初日、17名の議員に対して提案理由並びに政務報告を述べる明智忠直市長

第
２
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
令
和
元
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
財
産
の
取
得
、
専

決
処
分
の
承
認
、
人
事
案
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
11
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
12
日
・
13
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
の
24
日
に
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
２
件
の
発
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　
第
２
回
定
例
会　
議
案
審
議

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
給
付
金
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
な
ど
補
正
予
算
を
可
決
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セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
る
。

問
こ
の
事
業
は
全
国
ど
の
市
町
村

で
も
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、
商

品
券
は
市
内
の
大
型
商
店
で
も
使
用

で
き
る
の
か
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
大
型
の
量
販
店
な
ど
も
、
取
り

扱
い
店
舗
と
し
て
の
申
し
込
み

が
あ
れ
ば
、
使
用
可
能
。

問
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
が
販
売
額

の
25
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
商
品
券

購
入
時
の
本
人
確
認
な
ど
は
ど
う
す

る
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
購
入
す
る
際
に
は
、
購
入
引
換

券
と
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分

確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
し
て
購
入

し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
購
入
に
当

た
っ
て
は
、
本
人
以
外
で
も
同
一
生

計
の
家
族
で
あ
れ
ば
購
入
可
能
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
旭
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
８
号
）

低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
の
対
象
世
帯
を
拡
大

す
る
も
の

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

本
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
所
得
の
低
い
方
、

子
育
て
世
帯
対
策
と
し
て
実
施

問
具
体
的
な
内
容
と
販
売
金
額
を

伺
う
。

（

桐
文
夫
議
員
）

問
こ
の
改
正
に
よ
り
、
国
保
税
の

軽
減
措
置
を
受
け
る
対
象
世
帯

が
拡
大
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
軽
減

さ
れ
る
金
額
は
ど
の
程
度
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
概
算
の
数
値
に
な
る
が
、
平
成

30
年
度
と
比
較
す
る
と
、
５
割

軽
減
世
帯
数
が
23
世
帯
増
、
２
割
軽

減
世
帯
数
が
21
世
帯
増
、
金
額
に
す

る
と
１
６
０
万
円
ほ
ど
軽
減
額
が
増

加
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
干
潟
支
所
・
海
上
保
育
所
工
事　

（
議
案
第
９
号
、
第
10
号
）

社
会
教
育
施
設
大
規
模
改
造
工
事
、

海
上
保
育
所
園
舎
改
築
工
事（
建
築
）

に
つ
い
て
、
総
合
評
価
方
式
一
般
競

争
入
札
を
執
行
し
、
仮
契
約
を
締
結

し
た
も
の
で
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の

問
今
回
初
め
て
総
合
評
価
方
式
一

般
競
争
入
札
と
い
う
契
約
方
法

を
執
行
し
た
が
、
こ
れ
は
価
格
以
外

に
競
争
参
加
者
の
能
力
を
審
査
し
、

そ
の
審
査
結
果
を
併
せ
て
、
契
約
の

相
手
方
を
決
定
す
る
方
式
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
評
価
項
目
が
あ
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
評
価
項
目
は
大
き
く
４
つ
あ
り
、

企
業
の
施
工
能
力
、
配
置
予
定

技
術
者
の
能
力
、
地
域
精
通
度
、
地

域
貢
献
度
で
あ
る
。

問
総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
判

断
は
職
員
が
す
る
の
か
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
総
合
評
価
方
式
に
つ
い
て
は
、

原
則
１
億
円
以
上
の
工
事
で
、

入
札
参
加
者
資
格
委
員
会
で
決
定
す

る
。問

市
内
で
実
績
の
あ
る
業
者
が
、

か
な
り
有
利
に
な
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
確
か
に
企
業
の
信
頼
性
、
社
会

性
な
ど
の
項
目
で
、
市
内
の
業

者
が
有
利
に
な
る
部
分
も
あ
る
が
、

全
て
で
は
な
い
。

答
所
得
の
低
い
方
や
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
国
の
全
額
補
助
と
し
て

実
施
す
る
。

　
販
売
金
額
は
１
枚
５
０
０
円
券
で
、

10
枚
を
１
セ
ッ
ト
、
４
０
０
０
円
で

販
売
。
購
入
者
１
名
に
つ
き
最
大
５

旭市プレミアム付商品券の提供イメージ

８月中旬以降に届く
申請書に記入し、提出

購入代金と購入引換券を持って、
指定の引換所で交換

申請は不要

〈子育て世帯〉 〈所得の低い人〉

市内の取扱店舗で利用
利用期間：10月１日（火）〜令和２年３月31日（火）

対象になる人には
８月中旬以降に
引換券を郵送

購入引換券
審査後、該当者には
９月初旬以降に
引換券を郵送

購入引換券

干潟公民館の機能を移転させるための改修工事中の
干潟支所
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議
案
第
１
号

令
和
元
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
周
知
方
法
は
。

答
広
報
紙
に
よ
る
P
R
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
。
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
啓
発
、

相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
10
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
海
上
保
育
所
）

問
改
築
さ
れ
る
園
舎
の
ト
イ
レ
は
洋
式
か
。
ま
た
、

遊
戯
室
へ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答
ト
イ
レ
は
洋
式
と
な
る
。
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は

遊
戯
室
も
含
め
全
室
に
設
置
す
る
予
定
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
採

択
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

議
案
第
２
号

旭
市
非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
投
票
立
会
人
に
つ
い
て
、
勤
務
時
間
と
報
酬
額
を

時
給
に
換
算
す
る
と
い
く
ら
か
。
ま
た
、
千
葉
県

の
最
低
賃
金
と
の
関
係
は
。

答
勤
務
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。
時

給
に
す
る
と
8
3
0
円
。
こ
の
金
額
は
国
の
法
律

で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
る
た
め
、
千
葉
県
の
最

低
賃
金
8
9
5
円
と
は
別
物
。

議
案
第
５
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
資
機
材
搬
送
車　
１
台
）

問
資
機
材
搬
送
車
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
資
機
材
を
積
む
の
か
。

答
後
方
支
援
物
資
の
ほ
か
、
自
分
達
が
通
常
活
動
す

る
資
機
材
と
し
て
ホ
ー
ス
・
食
料
品
、
現
地
に
設

置
す
る
テ
ン
ト
・
発
電
機
な
ど
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
７
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認　

審査の様子

審査の様子

文教福祉常任委員会
６月18日㈫　午前10時〜

３議案、請願２件、
陳情１件の審査

総務常任委員会
６月19日㈬　午前10時〜

７議案の審査

常
任
委
員
会
の
審
査

Ｑ　
委
員
会
っ
て
何
す
る
と
こ
ろ
？

Ａ　

�

議
案
や
請
願
・
陳
情
を
少
人
数
の
議
員
で
専
門
的
に
審

査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　
い
く
つ
の
委
員
会
が
あ
る
の
？

Ａ　

�

旭
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
と
し
て
「
総
務
常
任
委

員
会
」
、「
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
」
、「
建
設
経
済
常

任
委
員
会
」
の
３
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
議
員

は
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

そ
の
ほ
か
に
も
、
議
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
協
議

な
ど
を
行
う
「
議
会
運
営
委
員
会
」
、
決
算
の
審
査
を

行
う
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
し
て
い
る
「
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ　
審
査
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ　

�

審
査
経
過
及
び
結
果
を
、
委
員
長
が
本
会
議
場
で
報
告

し
ま
す
。

お
し
え
て
!?

　
　
議
会
用
語

「
委
員
会
」っ
て
な
ぁ
に
？

本会議

委員会

本会議

審査を委託

報告

採決

会議の流れ

※建設経済常任委員会は付託案件がなかったため、開催されませんでした。
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○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和元年第２回定例会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20

桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案
1 令和元年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

2 旭市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

3 旭市税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

4
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正
する規約の制定に関する協議について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

5 財産の取得について
（資機材搬送車　１台） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

6 専決処分の承認について
（旭市税条例等の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

7 専決処分の承認について
（旭市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

8 専決処分の承認について
（旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

9 工事請負契約の締結について
（社会教育施設大規模改造工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

10 工事請負契約の締結について
（旭市立海上保育所園舎改築工事（建築）） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

11 旭市教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
いて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

 請　願

2「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に
関する請願 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

3「国における2020年度教育予算拡充に関する意見書」採
択に関する請願 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

 陳　情
4 旭市の子どもの貧困対策の更なる充実を求める陳情 不採択 × × × × × × × 〇 × × 〇 × 議 × 〇 × 〇

 委　員　会　提　出　議　案

1 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

2 国における2020年度教育予算拡充に関する意見書の提
出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

　請願第２号、第３号が本会議において採択されたことに伴う、意見書提出の発議第１号、第２号が可決されたため、
内閣総理大臣ほか宛てに意見書を提出しました。

◦義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
◦国における2020年度教育予算拡充に関する意見書

市議会から国へ意見書を提出
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Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
を

問
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に

よ
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実

な
取
得
や
残
業
時
間
の
規
制
が
定
め
ら

れ
た
。
大
手
民
間
企
業
の
９
割
以
上
は
、

Ｒ※

Ｐ
Ａ
と
Ａ※

Ｉ
を
導
入
し
て
、
労
働
時

間
の
短
縮
や
職
員
削
減
に
努
め
て
い
る

が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答
全
国
の
市
町
村
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
の
は
４
％

で
あ
り
、
ま
だ
手
探
り
の
状
態
の
た
め
、

本
格
的
な
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。
し

ば
ら
く
は
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問
本
市
で
は
任
期
付
職
員
や
臨
時

職
員
の
大
幅
な
増
員
な
ど
、
民

間
で
は
考
え
ら
れ
な
い
人
件
費
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ち
早
く
民
間
企

業
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
事
務
改
善

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。答

優
秀
な
人
材
は
し
っ
か
り
集
め

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
職

員
雇
用
の
場
と
人
工
知
能
な
ど
の
新
し

い
技
術
と
の
、
い
ろ
ん
な
部
分
で
の
絡

み
合
い
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
い
い
方

向
で
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

財
政
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は

問
市
長
の
報
告
な
ど
に
よ
り
、
本

市
は
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
財

政
が
豊
か
だ
と
、
市
民
は
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
借
入
金
が
多
く
、
交
付
税
に

頼
っ
て
い
る
本
市
で
は
、
今
後
借
金
返

済
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
と
、

市
民
要
望
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
と
思
う
が
、
財
政
を
悪
化
さ
せ
な

い
た
め
の
対
策
を
尋
ね
る
。

答
普
通
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替

の
段
階
的
縮
減
に
よ
り
減
少
し

て
い
き
、
ま
た
、
大
型
事
業
の
進
展
や

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
引
き

続
き
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
交
付

税
算
入
に
な
る
起
債
な
ど
の
有
利
な
財

源
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
経

費
節
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第２回定例会 一般質問
市政を問う！

髙橋 利彦
議員

※ 

Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
） 

　

�

単
純
な
定
型
作
業
を
自
動
化
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

※
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
） 

　

�

人
間
の
使
う
自
然
言
語
を
理
解
し
た
り
、

経
験
か
ら
学
習
し
た
り
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
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幼
保
無
償
化
後
の
給
食
費
は

問
10
月
よ
り
幼
児
教
育
保
育
無
償

化
制
度
が
始
ま
る
が
、
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
各
施
設
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら

５
歳
ま
で
の
全
児
童
が
保
育
料

無
償
化
の
対
象
に
な
る
。
ゼ
ロ
歳
か
ら

２
歳
児
は
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
が
対
象
。
な
お
こ
の
制

度
は
、
給
食
費
は
原
則
対
象
外
。

問
全
て
が
無
料
に
な
る
わ
け
で
は

な
く
、
給
食
費
は
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
本
市
で
は
４
月
よ
り
、

公
立
保
育
所
の
給
食
主
食
部
分
の
提
供

を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
ま

ま
続
け
る
の
か
。

答
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
、
継
続
し
て
提
供
す
る
。

高
齢
者
の
ご
み
出
し
対
策
を

問
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
中
で
、
手
押
し
車
な
ど
で

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
持
っ
て

い
く
高
齢
者
の
方
も
い
る
が
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
状
況
と
設
置
の
申

請
方
法
を
伺
う
。

答
市
内
に
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
約
１
３
０
０
か
所
あ
り
、
設

置
・
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
区
や

自
治
会
な
ど
が
行
っ
て
い
る
。
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、

管
理
者
を
決
め
て
、
地
元
の
区
や
自
治

会
な
ど
か
ら
申
請
し
て
も
ら
う
。
お
お

む
ね
10
世
帯
以
上
が
利
用
す
る
こ
と
が

原
則
。

問
人
に
よ
っ
て
は
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
も
あ
る
高
齢
者
の
方
も
い
て
、
非

常
に
大
変
だ
と
思
う
が
、
今
後
は
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
対
策
と
し
て
は
、
戸
別
収
集
や

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
設
・

増
設
が
考
え
ら
れ
る
が
、
戸
別
収
集
は

費
用
の
面
か
ら
実
施
が
難
し
い
。
今
後

先
行
事
例
を
調
査
、
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

効
果
的
な
有
害
鳥
獣
対
策
を

問
農
業
産
出
額
が
全
国
５
位
に

な
っ
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
で
す
が
、
農
作
物
の
鳥
獣
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
昨
年
度
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。答

カ
ラ
ス
や
ハ
ト
な
ど
の
被
害
額

が
１
３
８
０
万
６
千
円
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
額
が
59
万
７
千
円
。

問
昨
年
の一
般
質
問
の
回
答
で
、
イ

ノ
シ
シ
は
「
箱
わ
な
」
や
「
く

く
り
わ
な
」
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
小
型
捕

獲
機
な
ど
を
使
っ
た
捕
獲
を
進
め
て
い

く
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
効

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
昨
年
度
の
捕
獲
実
績
で
、
イ
ノ

シ
シ
が
14
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
が

25
頭
あ
り
、
一
定
の
効
果
は
得
ら
れ
て

い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

問
近
隣
市
町
と
地
域
連
携
を
す
る

た
め
、
連
絡
会
議
を
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

話
し
合
い
が
あ
っ
た
の
か
。

答
会
議
の
内
容
は
主
に
イ
ノ
シ
シ

関
連
で
、
お
互
い
の
目
撃
情
報

や
捕
獲
状
況
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
た
。
ど
の
自
治
体
も
「
箱
わ
な
」

と
「
く
く
り
わ
な
」
に
よ
る
捕
獲
が
主

と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
銚
子
市
で

は
電
気
柵
設
置
の
補
助
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
新
し
い
情
報
も
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

問
電
気
柵
に
つ
い
て
、
千
葉
県
下

で
も
５
市
町
村
が
補
助
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、

農
作
物
の
被
害
拡
大
、
人
的
被
害
が
出

る
前
に
、
本
市
で
も
設
置
補
助
で
き
な

い
か
。答

現
在
は
、
電
気
柵
を
含
む
防
護

柵
な
ど
の
設
置
補
助
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
農
地
を
防
護
柵
な
ど
で
覆

う
の
は
大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ワイヤーに触れた動物に電気ショックを
与える電気柵

　桐 文夫
議員

伊藤 保
議員
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外
国
人
と
共
生
す
る
た
め
に

問
本
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
外
国

人
の
在
留
資
格
別
の
人
数
、
国

籍
別
の
人
数
を
伺
う
。

答
外
国
人
登
録
者
全
体
で
１
４
３

６
名
の
う
ち
、
技
能
実
習
が
６

９
３
名
、
永
住
者
が
３
０
４
名
、
定
住

者
が
１
２
４
名
。

　
国
籍
別
の
状
況
は
、
人
数
の
多
い
国

で
、
タ
イ
４
０
０
名
、
中
国
３
６
７
名
、

ベ
ト
ナ
ム
１
８
４
名
。

問
今
後
、
外
国
人
が
増
え
て
い
く

中
で
、
共
に
生
き
る
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答
現
在
、
外
国
人
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
の
表
記
対

応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
の
分
け

方
、
出
し
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
英
語
、

中
国
語
、
タ
イ
語
で
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
、

ご
み
袋
も
英
語
と
中
国
語
で
表
記
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
生
活
課
と
税

務
課
の
窓
口
及
び
学
校
教
育
現
場
で
の

自
動
翻
訳
機
の
活
用
に
つ
い
て
、
今
年

度
中
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

生
活
環
境
と
農
業
振
興
の
両
立
を

問
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
の
目
的
は
、
生

活
環
境
と
農
業
者
を
含
め
た
市
民
の
健

康
と
命
を
守
る
こ
と
だ
が
、
作
物
残
さ

の
野
焼
き
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
、
こ
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る

焼
却
禁
止
の
例
外
に
あ
た
る
の
か
。

答
現
状
で
は
明
確
な
回
答
は
で
き

ず
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
市
が

判
断
し
て
い
る
。
周
辺
の
生
活
環
境
に

与
え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
千
葉
県
と
相
談
し
な
が
ら
、
対
応

を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

林 晴道
議員

嚶
鳴
小
学
校
区
の
排
水
整
備
を

問
嚶
鳴
小
学
校
区
は
、
広
域
農
道

に
排
水
勾
配
が
取
ら
れ
て
い
る

が
、
途
中
の
総
堀
線
が
高
く
な
っ
て
い

る
事
に
加
え
、
排
水
施
設
の
不
備
に
よ

り
、
水
害
が
多
く
生
じ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
担
当
課
の
見
解
は
。

答
嚶
鳴
小
学
校
付
近
の
総
堀
線
沿

い
に
、
広
原
区
の
排
水
が
集
中

し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
、
そ

の
水
を
既
存
の
排
水
路
へ
分
散
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
僕
は
嚶
鳴
小
学
校
区
を
半
年
か

け
て
歩
き
、
排
水
経
路
を
調
査

し
ま
し
た
。
ま
た
担
当
課
に
も
同
じ
よ

う
に
し
て
も
ら
い
、
市
長
と
も
認
識
の

共
有
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
３
点
提
案
し
ま
す
。
①
総
堀

線
で
集
中
し
て
い
る
排
水
路
の
分
散
整

備
。
②
嚶
鳴
小
学
校
正
門
付
近
の
排
水

路
改
修
。
③
海
上
中
学
校
跡
地
近
隣
の

住
民
に
理
解
を
得
る
た
め
、
抜
本
的
な

整
備
計
画
の
策
定
。

答
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
土
台

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
総
合
排

水
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

外
国
人
の
医
療
行
政
に
つ
い
て

問
医
療
機
関
を
受
診
す
る
来
日
外

国
人
の
方
が
増
え
、
現
状
で
は

医
療
費
の
未
払
い
が
増
え
る
と
考
え
る
。

今
後
は
市
内
医
療
機
関
の
外
国
籍
患
者

の
国
保
加
入
状
況
や
、
高
額
療
養
費
の

把
握
に
努
め
、
被
害
医
療
機
関
を
支
援

す
べ
き
で
は
。

答
旭
中
央
病
院
で
は
、
外
国
人
患

者
の
場
合
、
初
診
時
に
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
身
分
証
明
及
び
在
留
資

格
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
医
師
会
を
通
じ
て
、
市
内
の
医
療

機
関
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
啓
蒙

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
環
境
保
全
の
充
実
に
つ
い
て

米本 弥一郎
議員

嚶鳴小学校付近の冠水した通学路

外国語表記対応している旭市ホームページ
「TRANSLATE」をクリックすると外国語選択へ
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財
政
調
整
基
金
の
有
効
活
用
を

問
財
政
調
整
基
金
の
現
在
高
は
約

95
億
円
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に

も
た
め
過
ぎ
な
の
で
、
こ
れ
を
学
校
給

食
費
の
完
全
無
料
化
や
国
保
税
の
引
き

下
げ
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
と
し
て
利

用
す
る
べ
き
だ
と
提
案
す
る
。

答
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
必
要
性
や

有
効
性
を
判
断
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
源
の
縮
減
や
支
出
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
は
あ
る
特
定
の
事
業
の
た
め
の
原

資
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
年
度
間
の

財
源
の
不
均
衡
に
備
え
る
と
い
う
、
こ

の
基
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
今
後
必

要
と
さ
れ
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

無
料
低
額
診
療
所
の
周
知
を

問
無
料
低
額
診
療
事
業
は
、
生
活

困
窮
や
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
、
必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
を
制

限
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
無
料
ま
た

は
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
う
事
業
。

市
民
の
中
に
は
、
保
険
証
が
な
く
て
か

か
れ
な
い
、
遠
慮
し
て
い
る
、
と
い
う

方
も
い
る
の
で
、
無
料
低
額
診
療
所
と

い
う
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
市

民
へ
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
無
料
低
額
診
療
施
設
は
、
低
所

得
者
、
要
保
護
者
、
ホ
ー
ム
レ

ス
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
の
生
活
困
窮
者

を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
本
市
に
は
な
い
が
、
県
内
で

は
23
カ
所
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
医
療
機

関
の
情
報
も
収
集
し
、
施
設
の
有
効
性

に
つ
い
て
、
関
係
各
課
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
農
業
問
題
に
つ
い
て

◦
広
域
ご
み
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
対
策
を

問
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
要
因
は
、

農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
担
い
手
農
家
の
育

成
が
大
事
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解

は
。　
　

答
担
い
手
育
成
は
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
認
定
農
業
者
の

確
保
・
育
成
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

千
葉
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
旭
市
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
」
は
、
認
定
農
業
者
に

な
る
た
め
の
農
業
経
営
改
善
計
画
の
作

成
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
農
業
後
継
者
対
策
で
、
新
規
就

農
者
に
年
間
１
５
０
万
円
が
支

給
さ
れ
る
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資

金
」
と
い
う
国
の
支
援
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
親
と
同
じ
作
物
で
は
要
件

に
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

れ
は
な
ぜ
か
。

答
こ
の
補
助
金
の
目
的
は
、
農
業

が
安
定
す
る
ま
で
、
最
低
限
の

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
の

で
、
親
と
同
じ
作
物
で
同
じ
経
営
だ
と
、

そ
う
い
っ
た
必
要
性
が
薄
れ
て
し
ま
う

た
め
。

問
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
を
解

決
す
る
た
め
に
も
、
大
規
模
農

家
の
育
成
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
小
規
模
な
農
家
の
育
成
、
後
継
者
対

策
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
独
自
の

援
助
は
な
い
の
か
。

答
農
業
後
継
者
に
対
す
る
支
援
は
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
長
年

考
え
て
い
る
が
、
な
か
な
か
い
い
ア
イ

デ
ア
が
見
つ
か
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
旭
市
に

ふ
さ
わ
し
い
農
業
後
継
者
対
策
推
進
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
環
境
保
全
に
つ
い
て

◦
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

◦
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◦
入
札
制
度
に
つ
い
て

近隣で無料低額診療を実施している九十九里ホーム
病院（匝瑳市飯倉）

木内 欽市
議員

雑草が繁茂している耕作放棄地

髙木 寛
議員
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危
険
箇
所
に
信
号
機
の
設
置
を

問
中
央
小
学
校
正
門
北
側
の
交
差

点
は
、
朝
は
通
勤
の
車
が
渋
滞

を
し
て
、
小
学
校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち

が
大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、
信
号
機
の

設
置
を
要
望
す
る
。

答
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
や
日
中
も

抜
け
道
と
し
て
数
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
場
所
だ
と
把
握
し
て
い
る
。

市
か
ら
旭
警
察
署
に
要
望
す
る
。

問
国
道
１
２
６
号
線
沿
い
の
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
前
の
横
断
歩

道
は
、
車
の
交
通
量
が
多
く
、
歩
行
者

が
横
断
し
よ
う
と
し
て
も
、
通
行
車
両

が
停
止
し
な
い
な
ど
、
危
険
な
箇
所
で

あ
る
た
め
、
信
号
機
の
設
置
を
要
望
す

る
。答

国
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
海
匝
土

木
事
務
所
か
ら
旭
警
察
署
へ
要
望
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
昨
年
５
月
と
本
年
５

月
に
お
願
い
し
て
あ
る
。
本
市
か
ら
も

昨
年
６
月
に
旭
警
察
署
へ
設
置
の
要
望

は
し
て
い
る
が
、
再
度
要
望
す
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

い
じ
め
相
談
の
導
入
を

問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
い
じ
め
・

自
殺
相
談
が
試
験
的
に
行
わ
れ

る
と
、
２
週
間
で
電
話
の
２
年
分
を
超

え
る
件
数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
本
市
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
い
じ
め
相
談
は
、
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
導
入
に
当

た
っ
て
は
費
用
面
や
生
活
指
導
上
の
課

題
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
先
進
事
例

の
研
究
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
防
災
に
つ
い
て

伊藤 房代
議員

会議録の冊子は、市役所本庁舎１階資料コーナー、市立図書館、県立東部図書館にあります。

一般質問の内容をもっと知りたいという方は、会議録検索システムで、会議録がご覧いただけます。
キーワードや発言者などから、簡単に検索することができますので、ぜひご活用ください。
過去の会議録も閲覧できます。

会議録検索システムで

検索旭市議会

クリック

一般質問の内容を
もっと知りたい方は

中央小学校正門北側の交差点
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駅
長
道
の
駅
「
季
楽
里
あ
さ
ひ
」
を
旭
の
ブ

ラ
ン
ド
と
な
る
野
菜
や
特
産
品
を
し
っ

か
り
Ｐ
Ｒ
で
き
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

委
員
旭
に
は
多
く
の
種
類
の
野
菜
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
と
い
っ
た
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド

化
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
が
。

駅
長
私
が
目
指
す
の
は
、
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
い
う
よ
り
も
、「
旭
産
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
け
た
い
。
例
え
ば
都
内
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
く
と
、
旭
で
作
っ
て
い

る
野
菜
で
も
、
全
て
千
葉
県
産
と
い
う
ふ
う

に
記
載
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
千

葉
県
ど
ま
り
で
は
な
く
、「
千
葉
県
旭
産
」

と
い
う
名
前
ま
で
つ
く
よ
う
に
、
先
々
は
目

指
し
て
い
き
た
い
。

委
員「
旭
産
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
、
道
の
駅

は
重
要
な
施
設
だ
が
、
中
に
は
生
産
者

の
名
前
が
書
い
て
い
な
い
、
無
印
の
野
菜
も

置
い
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

駅
長
無
印
の
も
の
は
市
場
で
仕
入
れ
て
い
る

も
の
。
生
産
者
だ
け
に
頼
っ
て
い
る

と
、
出
荷
量
が
少
な
か
っ
た
り
、
出
て
こ
な

い
も
の
も
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
あ
る
程
度
は

こ
こ
で
賄
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
場
か

ら
仕
入
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
中
に

は
、
旭
産
も
あ
る
が
、
県
外
産
も
あ
る
。
地

元
の
人
に
と
っ
て
は
県
外
産
が
あ
っ
て
も
便

利
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
外
の
人
や
観
光
客

に
と
っ
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
旭
に
来
て
、
県
外

産
を
買
う
必
要
も
な
い
と
思
う
の
で
、
今
後

こ
こ
を
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
徹
底
す

る
に
は
、
全
て
旭
産
に
特
化
す
る
と
い
う
の

も
一
つ
の
や
り
方
。
そ
の
場
合
当
然
売
り
上

げ
は
下
が
る
が
、
旭
の
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

委
員
確
か
に
出
荷
し
て
く
れ
る
生
産
者
が
少

な
い
こ
と
が
、
今
ま
で
苦
労
し
て
き
た

部
分
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
は
何
か
考
え

は
あ
る
か
。

駅
長
旭
の
場
合
は
農
業
の
一
大
生
産
地
で
、

Ｊ
Ａ
と
か
市
場
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
で
、
道
の
駅
に
頼
ま
れ
れ
ば
出
す
け
ど
、

そ
れ
で
儲
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
は
い
な

い
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で
も
、
旭
産
に
特
化

す
る
こ
と
で
「
旭
の
野
菜
は
い
い
」
と
い
う

評
判
が
広
ま
り
、
結
果
的
に
生
産
者
に
と
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
理
想
的
。
そ

の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た

規
定
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

委
員
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
こ
と
も
一
つ

の
課
題
だ
と
思
う
の
で
、
働
く
方
々
の

雇
用
面
の
改
善
も
お
願
い
し
た
い
。

　
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
こ
の
道
の
駅
の
ポ

イ
ン
ト
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
の
び
の
び
と
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
に
し
て
、
存
分
に
能
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

道の駅の会議室で意見交換

季楽里あさひの新駅長と意見交換

「
旭
は
農
産
物
が
豊
か
で

　
　
　
や
り
が
い
が
あ
る
」

「旭産」ブランドの
確立を目指す

　６月19日に総務常任委員会が、本年
４月20日より道の駅「季楽里あさひ」の
駅長として新しく就任された、江本伸
二さんと意見交換をしました。

全国で地域の活性化や道の駅事業に関わってきた
新駅長の江本伸二さん

opicsT

15 あさひ議会だより　第54号



発行／旭市議会　編集／議会だより編集委員会　〒289-2595 旭市ニの1920　☎0479-62-5304 FAX0479-62-5384 http://www.city.asahi.lg.jp/

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
米
本
弥
一
郎

副
委
員
長　
遠
藤　
保
明

委　
員　
　
飯
嶋　
正
利

委　
員　
　
平
山　
清
海

編
集
後
記

　
今
年
の
夏
も
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
。
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
、
実
り

の
秋
を
迎
え
ま
す
。
食
の
恵
み
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
の
欠
員

に
伴
い
、
平
成
25
年
以
来
、
久
し

ぶ
り
に
編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
市
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
く
、
正
確
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
委
員
・
飯
嶋
正
利
）

※
副
委
員
長
に
は
遠
藤
保
明
委
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

9月定例会の予定
(9月4日〜9月30日)

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、
ホームページ等でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3 4

開会

5 6 7

8 9

議案質疑

10 11

一般

12

質問

13 14

15 16 17

決算審査

18

特別委員会

19 20
建設経済
常任委員会

21

22 23 24
文教福祉
常任委員会

25
総務
常任委員会

26 27 28

29 30

閉会

10/1 2 3 4 5

　第93回全国市議会議長会の定期総会で、市議会議
員として永く地方自治の伸展に貢献されたことに対
し、次の２名の方々が表彰されました。

永年勤続表彰

髙橋　利彦　議員

議員在職20年以上表彰

向後　悦世　議員

議員在職15年以上表彰

追 跡 あの質問 その後どうなった!?

季楽里あさひをコミュニティバスのルートにできないか
議会だより第50号より（平成30年６月定例会）

30年度末までには再編実施計画を策定し、再編内容の
実施は最短でも31年10月以降になる予定。その時の回答

本年３月に再編実施計画を策定。（ホームページで公開中）
令和２年４月より、新しいルート、ダイヤでコミュニティ
バスが運行開始予定。

その後の状況

季楽里あさひを通る新しい路線「東西線」が
創設されます
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